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七
二

「
な
る
」
の
意
味
変
化

「
文
法
上
許
容
二
関
ス
ル
事
項
刷
六
」
の
場
合

春

日

和

男

一

　
「
文
法
上
許
容
三
関
ス
串
事
項
」
　
（
明
治
三
十
八
隼
十
二
月
二
日
官
報
掲

職
、
文
部
省
告
示
第
百
五
十
六
号
）
の
最
終
条
項
で
あ
る
一
穴
に

　
「
ト
イ
フ
」
ト
イ
ワ
語
ノ
代
り
ニ
「
ナ
ル
」
ヲ
用
ヰ
ル
習
慣
ア
ル
場
合
ハ
之

　
二
従
フ
モ
妨
ナ
シ

　
　
例
イ
ハ
ユ
ル
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
顔
回
ナ
ル
モ
ノ
ァ
リ

と
調
ふ
所
が
あ
る
。
い
は
ゆ
る
「
許
容
事
項
」
全
休
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容

や
処
置
に
お
い
て
、
こ
ん
に
ち
か
ら
見
れ
ば
、
種
々
な
る
間
題
も
あ
ら
う
し
、

い
つ
れ
七
三
補
遺
を
必
嬰
と
す
る
性
質
の
も
の
も
あ
ら
う
と
思
ふ
。
し
か
し

＝
（
に
つ
い
て
は
、
例
文
に
も
明
ら
か
な
や
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
語
の
中
に

も
・
同
類
の
表
現
は
し
ば
し
ば
あ
ら
は
れ
る
こ
と
が
あ
都
。
こ
こ
に
ラ
変
活
用

藷
研
究
の
一
端
と
し
で
、
、
指
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
か
か
る
用
法
に
お
け
る

意
味
変
化
の
実
態
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
例
文
に
お
け
る
二
つ
の
ナ
ル
は
、
厳
密
に
は
か
な
り
性
質

が
異
な
る
点
の
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
つ

前
者
「
イ
ハ
ユ
ル
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
」
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
連
体
詞
イ
ハ
ユ
ル

の
冠
せ
ら
れ
て
み
る
こ
と
が
相
違
点
と
し
て
強
観
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
暫
く
後
廻
し
に
し
て
、
単
に
「
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
し
と
「
顔
回
ナ
ル
モ
ノ
」
を

比
較
し
た
場
合
、
そ
の
各
の
ナ
ル
の
承
接
す
る
体
嘗
の
性
格
が
異
な
る
こ
と
も
・

挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
即
ち
前
例
で
は
、
「
哺
乳
獣
し
と
い
ふ
扁
般
の
呼
，

称
す
る
普
通
名
詞
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
例
は
「
顔
回
し
と
い
ふ
特
殊
な
個

人
名
で
、
固
有
名
詞
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
前
例
に
「
哺
乳
獣
デ
ア
ル

モ
ノ
」
と
口
語
の
指
定
の
デ
ア
ル
に
置
き
換
へ
て
も
、
意
昧
を
損
ふ
こ
と
は
な
・

い
。
ま
た
「
哺
乳
獣
」
と
い
ふ
範
疇
に
所
属
す
る
意
味
に
と
っ
て
も
、
支
障
は

起
こ
ら
な
い
。

　
し
か
る
に
、
後
例
で
は
「
顔
圃
デ
ア
ル
モ
ノ
」
と
椴
き
換
へ
る
と
、
い
か
に

し
て
も
表
現
が
落
着
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
け
る
ナ
ル
こ
そ
特
殊
な

用
例
で
あ
る
と
い
ふ
感
じ
が
強
い
。
そ
れ
は
金
く
ナ
ル
に
上
位
す
る
体
言
の
性

格
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
唱
般
に
個
人
の
名
前
ま
た
は
特
異
な
呼
称
の
下
に
指

定
辞
「
な
り
」
の
連
体
形
ナ
ル
を
置
い
て
、
単
独
に
「
太
郎
デ
ア
ル
者
」
と
い

ふ
衰
現
．
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
や
う
な
時
に
は
「
太
郎
ト
イ
フ
者
」
と
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ト
十
イ
フ
の
抽
象
化
し
た
指
定
辞
を
用
み
る
の
が
常
で
あ
る
。
た
だ
し
姓
氏
だ
「



け
に
つ
い
て
ば
「
殿
上
に
さ
ぷ
ら
ひ
け
る
在
原
な
り
け
る
男
」
　
（
勢
語
六
五
）

の
ご
と
き
古
例
に
鑑
み
て
も
、
あ
な
が
ち
無
理
な
形
と
は
い
ひ
き
れ
な
い
が
、

一
方
面
「
顔
回
者
」
と
い
ふ
宇
面
の
訓
読
に
よ
る
形
式
で
あ
る
点
に
お
い
て
別

個
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
で
は
「
イ
ハ
ユ
ル
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
」
の
ナ
ル
は
い
か
な
る
点
に
お
い

．
て
異
例
で
あ
る
か
と
い
へ
ば
、
「
イ
ハ
ユ
ル
哺
乳
獣
ト
イ
フ
モ
ノ
」
と
い
ふ
形

式
・
つ
ま
り
「
イ
ハ
ユ
ル
…
…
ト
イ
ッ
」
の
呼
芯
関
係
の
必
然
性
に
か
か
っ
て

み
る
。
し
か
し
こ
の
呼
応
に
．
つ
い
て
は
古
訓
息
の
用
例
に
つ
い
て
、
も
少
し
精
査

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
概
註
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
結
果
葡
に
い

へ
ば
・
古
訓
点
の
例
で
は
・
イ
ハ
ユ
ル
を
主
請
に
つ
け
た
場
合
、
修
飾
語
に
つ

け
た
場
合
・
述
繕
に
つ
け
た
場
合
の
三
様
に
つ
い
て
、
必
然
性
は
な
い
や
う
で

あ
る
。

言
意
い
華
於
募
女
・
中
毒
の
人
最
（
も
）
＾
笹
・
（
石
山
寺

　
‡
大
智
度
論
天
安
点
）

肺
魯
髄
・
撰
翠
・
ご
聖
恩
・
・
（
昊
業
令
剛
馨
難
路
仁

　
和
点
）

　
所
喝
言
（
は
）
遠
と
い
陪
〔
者
〕
上
の
〔
之
〕
三
の
門
に
既
に
明
諒
一
課
長
是
（
れ
》
真

　
な
り
と
一
（
法
華
義
統
畏
保
工
）
（
2
）

等
主
格
に
伴
は
れ
た
例
で
は
ト
イ
フ
ハ
・
ト
ハ
。
ト
イ
ハ
等
に
相
応
じ
て
み
る

が
・
む
し
ろ
「
所
謂
・
所
言
」
に
応
じ
た
と
い
ふ
よ
り
も
「
者
」
宇
が
主
格
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
3
》

提
示
し
た
一
般
の
注
釈
的
訓
法
と
別
に
変
る
こ
と
な
く
、
イ
ハ
ユ
ル
に
応
じ
た

必
然
性
で
は
な
い
。

　
獲
二
得
せ
む
是
の
如
キ
勝
（
ね
）
た
る
陀
羅
尼
門
の
所
謂
ρ
無
盛
無
墨
田
（
西
大
寺
本

　
全
光
明
最
勝
王
経
巻
四
・
最
研
受
入
P
ノ
三
）

は
修
飾
語
に
属
す
る
例
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
ト
イ
フ
の
呼
応
は
な
い
。
た
冨

永
長
朱
点
と
照
合
し
た
場
合
「
所
謂
ル
無
尽
無
二
ト
イ
ツ
こ
と
…
」
と
な
っ
て
，

　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
り

み
る
点
が
注
意
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
た
雷
呼
応
関
係
の
不
規
則
さ
を
傍
証
し
て

み
る
や
う
な
の
も
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
メ
さ
ル
ル
こ
と

萱
し
肴
”
む
補
『
持
す
る
ζ
と
此
の
膓
凄
艶
蓄
は
響
・
顕
　
一

　
切
の
怖
畏
唖
。
所
踊
．
虎
狼
師
子
悪
獣
の
〔
之
）
類
と
鰍
切
の
悪
鬼
と
人
非
人
等

　
の
怨
賊
と
炎
横
と
〔
及
〕
諸
の
雌
蕊
と
な
り
。
　
（
同
量
四
ノ
六
垂
直
七
〇
P
）

　
十
善
叢
道
と
い
ム
魔
所
調
雑
殺
乃
蚕
正
見
な
り
。
（
成
実
四
天
畏
点
巻
十
二
）

右
は
述
格
に
属
す
る
例
で
あ
る
が
、
呼
応
は
な
い
。
U
ホ
心
血
の
古
訓
に
お

い
て
も

　
或
所
謂
泉
津
平
覇
者
　
所
謂
八
房
者
　
所
謂
堅
閥
足
谷
，
之
竹
籠
也
　
（
以
上

　
神
代
）

等
主
諮
に
見
え
る
も
の
に
お
い
て
さ
ヘ
ト
イ
フ
の
補
診
は
明
ら
か
で
な
い
。
古

事
記
の
訓
法
は
近
世
の
も
の
で
あ
る
が
、

　
故
其
所
謂
黄
泉
比
良
坂
者
古
書
出
雲
国
之
伊
賦
夜
歯
面
。

　
所
謂
久
延
毘
古
者
…
。
（
以
上
上
巻
）

　
所
謂
五
趣
屯
宅
者
…
。
　
（
以
上
下
巻
）

は
同
じ
く
主
語
に
た
ち
「
者
」
字
で
そ
れ
を
提
示
し
た
例
で
、
田
中
頼
庸
校
本

・
標
注
な
ど
が
ト
ハ
と
訓
ん
だ
以
外
、
他
は
ハ
で
あ
る
。
国
文
の
中
に
用
ゐ
ら

れ
た
例
で
は
、

　
い
は
ゆ
る
重
盛
が
無
才
鳳
闇
の
身
を
も
っ
て
、
遡
府
税
門
の
任
に
至
る
。

（
平
家
　
敦
訓
状
　
圓
本
古
典
文
学
大
系
本
一
七
二
P
）

　
延
喜
の
聖
の
帝
は
、
万
葉
集
の
外
の
歌
二
十
巻
を
撰
び
て
世
に
伝
へ
た
ま
へ

　
り
・
い
は
ゆ
る
今
の
古
今
和
歌
集
是
な
り
。
（
後
拾
遣
和
歌
集
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
う
た
て
も
の
給
ふ
か
な
所
謂
あ
て
宮
ぞ
か
し
。
（
う
つ
ほ
藤
原
の
霜
　
同
一
・

　
一
ご
四
p
）

　
い
は
ゆ
る
暁
天
落
花
・
雲
闘
郭
公
・
海
上
明
月
こ
れ
ら
の
ご
と
く
は
、
第
二

　
の
文
字
は
か
な
ら
ず
し
も
読
ま
ず
。
　
（
無
名
抄
　
歌
論
三
七
P
）

な
ど
、
ど
の
成
分
間
に
あ
っ
て
も
、
ト
イ
フ
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
漢
文
訓
・
読
に

お
い
て
も
、
ま
た
国
文
に
お
い
て
も
「
イ
ハ
ユ
ル
…
…
ト
イ
フ
」
と
い
ふ
呼
応

君
、
も
と
も
と
必
然
性
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
憶
主
と
し
て
「
所
謂
…
…

者
」
の
ご
と
き
漢
文
の
字
面
に
つ
い
て
、
主
格
を
提
示
す
る
際
に
著
し
い
傾
向

を
あ
ら
は
す
も
の
の
、
む
し
ろ
「
所
謂
」
が
主
格
を
提
示
す
る
「
者
し
字
に
伴

っ
て
生
じ
た
為
で
あ
っ
て
、
イ
ハ
ユ
ル
と
ト
イ
フ
の
呼
応
関
係
で
は
な
い
の
で

．
あ
る
。
つ
ま
り
「
者
」
掌
の
主
格
指
示
に
よ
っ
て
生
じ
た
ト
イ
フ
ハ
・
ト
イ
ハ

・
ト
ハ
等
の
補
読
に
偶
然
従
っ
た
形
と
見
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
ら
う
。

　
以
上
の
事
実
は
、
文
例
の
「
イ
ハ
ユ
ル
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
」
に
お
け
る
ナ
ル

の
特
例
と
し
イ
、
、
そ
れ
が
ト
イ
ッ
に
置
き
換
へ
ら
れ
る
必
然
性
は
な
い
証
左
に

他
な
・
り
す
、
文
例
と
し
て
や
や
適
当
を
欠
く
恨
み
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
か
ら
う
か
。
こ
れ
は
他
面
小
考
に
お
け
る
ナ
ル
の
特
例
を
『
体
言
十
者
」
な

る
主
格
提
示
の
漢
・
文
訓
読
形
の
一
本
に
お
い
て
追
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
主
因

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
や
や
結
論
を
急
い
だ
形
に
な
る
が
、
「
根
回
ナ
ル
モ
ノ
」

の
ご
と
き
連
語
は
、
　
「
者
」
字
に
対
す
る
訓
が
将
来
し
た
も
の
で
あ
ら
う
と
い

ふ
見
通
し
の
可
能
性
が
生
じ
る
わ
け
で
も
あ
る
。

註
D
　
時
枝
誠
記
「
日
本
交
法
文
語
」
＝
一
七
P
に
イ
フ
の
助
動
詞
的
用
例
が

　
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
指
定
辞
タ
リ
（
ト
ア
リ
）
に
相

　
当
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

七
四

23
@
こ
の
用
例
は
、
大
坪
併
治
、
中
田
祝
夫
両
博
士
の
労
作
に
負
ふ
、

の
大
坪
併
治
ト
イ
フ
ハ
。
ト
イ
ハ
・
ト
ハ
に
つ
い
て
（
訓
点
語
の
研
究

　
一
八
九
p
以
下
）
参
照
。

め
　
石
山
寺
旧
臨
本
（
架
蔵
本
）
は
訓
読
構
交
が
異
な
る
た
め
比
較
し
な
い
。

二

　
許
容
事
項
に
示
さ
れ
た
ナ
ル
の
特
殊
例
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
現
行
普
通

交
法
門
訂
案
調
査
報
告
の
一
（
明
治
三
十
入
奪
・
以
下
略
し
て
調
査
報
告
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
）

ふ
。
）
第
十
四
に
そ
の
用
例
と
許
容
に
至
っ
た
経
緯
の
火
活
が
述
べ
ら
れ
て
あ

る
。
そ
の
要
旨
を
左
に
列
記
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
、
中
古
に
用
例
が
な
い
。
　
（
玉
霰
・
玉
霰
窓
の
小
篠
よ
り
引
用
。
〉

二
、
後
藤
点
・
一
斎
点
等
の
盲
訓
に
よ
る
誤
用
で
あ
る
。
（
広
日
本
文
典
よ
り

　
　
　
ハ
3
）

　
引
用
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
）

三
・
「
也
者
」
と
い
ふ
助
字
の
訓
が
誘
発
し
た
か
。

四
、
君
田
耕
筆
（
伴
二
種
）
。
西
遊
紀
（
橘
南
漢
）
・
桂
林
漫
録
（
桂
川
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ソ

　
良
）
等
の
散
文
に
用
例
が
見
え
る
。

五
、
中
古
の
「
在
原
な
り
け
る
男
」
・
「
ふ
な
ぎ
み
な
る
人
」
・
「
母
な
る
人
」

　
等
身
発
や
資
格
を
あ
ら
ね
す
体
言
に
接
続
し
た
指
定
の
「
な
り
」
が
誤
用
さ

　
れ
た
ぼ

六
、
右
の
や
う
な
場
合
、
特
に
「
名
は
・
職
は
」
と
い
ふ
主
語
が
省
略
さ
れ

　
た
。

等
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
お
よ
び
四
に
つ
い
て
は
、
用
例
の
問
題
と
し
て
暫
く
措

き
、
そ
の
成
立
原
因
と
し
て
、
ま
つ
二
お
よ
び
三
か
ら
検
討
を
行
な
は
う
と
思

ふ
。



　
こ
こ
で
は
、
い
は
ゆ
る
後
藤
点
・
一
斎
点
を
舎
め
て
、
近
世
に
お
け
る
漢
文
訓

読
の
用
例
を
四
書
に
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
四
書
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
次

の
諸
項
目
を
掲
げ
た
い
。
即
ち

1
　
訓
読
を
比
較
す
る
際
、
こ
の
方
面
の
資
料
は
豊
富
で
あ
り
、
字
例
や
文
例
が

　
嚇
．
往
整
っ
て
み
る
。
特
に
「
．
顔
回
ナ
ル
モ
，
・
ア
リ
」
は
論
語
の
中
の
訓
読
例

　
か
ら
採
用
さ
れ
て
る
る
。

2
　
近
世
に
お
け
る
有
名
な
儒
学
者
の
訓
法
乃
至
註
釈
が
四
書
に
一
貫
し
て
見

　
ら
れ
る
。

3
中
に
で
ギ
、
く
る
文
例
が
比
較
的
人
口
に
檜
幽
し
た
名
句
が
多
い
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
ら
の
文
例
を
列
挙
す
る
。

イ
哀
公
間
弟
子
執
為
好
学
。
孔
子
対
日
．
有
顔
回
者
好
学
。
（
論
謡

先
進
十
一
）

ロ
　
婆
人
蔵
禽
者
請
円
…
…
。
（
孟
子
　
比
恵
王
下
）

ハ
　
暇
人
有
蔵
禽
奢
淑
人
。
（
同
　
章
下
）

二
　
晋
人
有
凋
婦
者
。
善
画
虎
。
　
（
同
志
心
下
）

ホ
　
所
謂
大
臣
者
以
道
専
毅
、
　
（
論
語
　
先
進
十
一
）

へ
　
箇
所
謂
不
閣
者
五
。
　
（
孟
子
　
離
婁
下
）

トチリヌ

詩
感
六
・

道
也
者
不
可
須
議
論
。
（
中
庸
　
嚇
）

中
也
者
天
下
之
大
本
也
。
…
…
和
也
者
天
下
気
違
道
也
。
（
中
庸
　
蝋
）

夫
政
也
乱
足
慶
也
。
　
（
中
庸
　
一
九
）

孝
悌
暗
者
其
串
本
鰍
。
　
（
論
語
　
学
而
一
）

ル
　
友
也
者
友
其
徳
也
。
　
（
孟
子
　
万
章
下
）

ヲ
　
孟
子
日
仁
也
者
人
也
。
　
（
孟
子
　
手
心
下
）

　
交
例
と
し
て
庸
の
十
二
例
を
限
り
、
重
複
し
た
形
の
も
の
は
、
な
る
べ
く
一

個
所
に
ま
と
め
た
。
そ
の
抽
出
し
た
銀
歯
に
つ
い
て
は
、
次
の
ご
と
さ
難
準
に

よ
る
。

a
　
ま
つ
用
例
と
し
て
の
「
所
謂
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
」
お
よ
び
「
顔
面
ナ
ル

　
モ
ノ
ア
リ
」
と
同
．
類
の
訓
法
が
与
へ
ら
れ
る
べ
き
字
面
で
あ
る
こ
と
。
即
ち

　
主
語
を
提
示
す
る
場
ム
ロ
に
「
圃
有
人
名
十
者
」
　
（
イ
↓
二
）
の
形
式
を
ふ
ん

　
だ
字
而
と
、
「
所
謂
十
名
詞
十
智
」
　
（
ホ
。
へ
）
の
形
式
を
ふ
ん
だ
字
面
と

　
を
抽
出
し
た
こ
と
。
特
に
後
の
形
は
当
而
の
問
題
に
必
然
性
の
少
な
い
も
の

　
で
あ
る
こ
と
は
、
前
節
に
お
い
て
証
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
な
ほ
参
考

　
ま
で
に
掲
げ
た
。

b
　
調
査
報
告
審
に
述
べ
ら
れ
「
三
者
」
の
字
而
（
ト
↓
ヲ
）
を
持
つ
も
の
。

　
即
ち
同
轡
の
要
旨
に
し
た
が
っ
て
三
と
し
て
掲
げ
た
も
の
に
相
当
す
る
．

c
　
右
a
お
よ
び
b
の
諸
条
件
を
充
足
す
る
丈
例
の
う
ち
、
そ
の
訓
法
の
諸
家

　
に
お
い
て
多
少
異
同
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
。
c
に
お
け
る
諸
家
と
は
、
近
世
儒
学
者
の
比
較
的
訓
法
の
顕

著
な
六
人
に
隈
り
、
そ
れ
を
著
述
の
中
に
求
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
後
藤
点
（
後
藤
芝
山
）
お
よ
び
一
斎
点
（
佐
藤
一
斎
）
は
調
査
報
告
の
中
で

言
及
さ
れ
て
あ
る
所
で
あ
る
が
、
道
春
点
が
林
羅
山
の
訓
点
を
忠
実
に
伝
へ
た

も
の
で
あ
る
か
否
か
、
古
義
や
発
揮
の
点
が
仁
斎
の
藩
法
そ
の
も
の
で
あ
る
か

否
か
、
等
々
せ
ん
さ
く
す
べ
き
難
問
は
幾
多
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
国
語
学
の

資
料
と
し
て
見
た
場
合
に
は
、
そ
の
や
う
な
儒
学
者
の
問
題
よ
り
も
、
そ
れ
ら

の
注
釈
、
訓
法
の
何
時
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
年
代
こ
そ
が
、
重
要

七
五



な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
も
付
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ほ
正
平
刊
本
は
、
論
語
の
み
明
応
三
婆
（
一
四
九
四
）
三
細
編
実
隆
移
点
に

　
　
　
　
　
　
　
訓
　
　
読
　
　
比
　
　
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

よ
る
ヲ
コ
ト
点
（
博
士
家
点
の
一
類
）
で
さ
さ
れ
た
古
訓
の
例
と
し
て
引
用
し

て
お
い
た
。
整
理
し
て
左
の
如
き
一
表
に
ま
と
め
て
み
た
。

表
　
　
　
（
空
欄
は
施
訓
な
き
も
の
）

曳
繭

イ

・
二

ニ
　
　
ホ
　
　
へ

ト

チ
　
　
リ
　
　
ヌ
　
　
ル
　
　
ヲ

備

考

正
平
古
点

ト
云

・
ヒ
ト

ニ
ハ

ノ、

道 明

春 暦
刊

点 本

ト ト

云 云
者 蓄
ト ト

云 云
醸 」μL
嘩韮 雫1

ト 卜

云 云
出 昌「轟

耐一一 4…1

ト
一　　　　　　　一

g

云 云
者 者

．一一腫一「 瓢・：＝＝

ノ、・ ノ、

ト ト

噌 一云 宏
者 者

，一．．｛　響

ノ、 ノ、

ノ、 ノ、

ノ、 ノ、

ノ、 ノ、

ノ、 ノ、

ノ、 ノ、

暢
斎

点
蓉
会
者
「
尊
者
「
云
十
一
薯
よ

ハ
　
　
ハ
　
　
ハ
　
　
ハ
　
　
ハ
　
　
ハ

需
語
の
み

四
書
大
全

文
化
五
・
四
書
集
注

墨
筆
上
鞍
（
元
禄
三
年
序
）

仁
斎

点
ト
ー
禦
－
叢
ト
ィ
柳
ナ
ル
者

ノ、

ナ
ル
辛
ハ

ト
ハ
　
ハ
　
ト
（
ハ
）
ト
ハ

山
崎
嘉
点
ト
盛
者

ト
懸
者
ト
云
者

ナ
ル
者

｝

履
軒

点
ト
ィ
血
ト
ー
血
ト
ィ
杓
ト
ィ
和

ノ、

ノ、

蓄
五
・
嚢
よ
び
叢

璽
・
卵
嚢

嘉
永
七
、
四
書
集
注

・
三
也
ル
者
也
ル
者
也
ル
吾
ル
箪
者
一
也
ル
音
盤

一
斎
点

ナ

ル
者
ナ

ル
者
ナ

ル
者
ナ
ノレ

」二

世

ハ
　
ノ
指

墨

出
　ぜ　

畢

生
　弔言．

　畢

生
＿■＝1

　也
　ノレ

五　也
　ノレ

　者

也
皇
護
五
爵
転
注



　
さ
て
右
表
に
お
て
注
意
し
た
い
の
は
、
伊
藤
仁
斎
の
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
享

保
庚
子
（
五
年
）
初
刊
の
京
兆
文
泉
堂
発
行
の
版
本
に
従
っ
た
が
・
巻
末
に
古

義
堂
蔵
板
の
朱
印
を
押
捺
し
て
「
客
部
有
二
図
章
記
号
一
。
無
・
是
直
属
二
帯

留
一
。
」
と
あ
り
、
一
往
信
愚
に
価
ひ
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
例
文
判
の
個

所
を
「
鵜
島
ナ
ル
者
」
　
（
古
義
七
ノ
ニ
十
三
）
と
翫
ん
で
み
る
燃
が
破
格
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
個
人
の
名
前
を
「
ナ
ル
モ
ノ
（
者
）
」
で
受
け
た
訓
法
と
し
て
管

見
で
は
最
古
の
例
と
な
る
。
ま
た
衡
量
N
に
お
い
て
も
「
ナ
ル
モ
ノ
」
と
い
ふ

訓
が
見
え
る
が
、
前
例
と
は
異
な
っ
て
、
「
所
謂
」
の
後
に
つ
い
た
例
で
あ
る

か
ら
、
「
イ
ハ
ユ
ル
、
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
」
と
揆
や
二
に
す
る
。
在
来
の
訓
（
明

暦
刊
軍
、
道
春
慮
、
絶
妙
点
な
ど
）
の
「
ト
云
者
・
ト
ハ
」
に
相
当
す
る
所
で

あ
る
か
ら
。
一
往
ト
イ
フ
に
振
り
替
へ
ら
れ
る
例
と
な
る
。
然
し
、
既
述
の
や
う

に
こ
の
ナ
ル
は
ど
こ
ま
で
も
指
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
体
形
と
み
ら
れ
る

か
ら
、
口
薪
で
「
不
孝
ナ
脅
」
と
い
ひ
換
へ
ら
れ
る
。
中
井
履
軒
の
水
哉
館
の

点
や
、
一
斎
点
が
「
不
孝
ノ
瀞
」
と
訓
ん
だ
の
に
対
照
す
る
と
・
こ
の
ナ
ル
は

ト
イ
フ
に
応
℃
た
も
の
と
い
ふ
よ
り
も
、
「
不
孝
」
を
体
雪
ま
た
は
茅
、
れ
に
準

ず
る
形
容
動
詞
語
幹
と
見
た
と
も
い
へ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
指
定
の
助
動
詞

と
考
へ
た
方
が
穏
当
で
あ
ら
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
文
例
二
は
特
殊
な
固
有
名
詞
に
接
続
し
た
例
で
あ
っ
て
・

少
な
く
と
も
「
凋
婦
ナ
（
デ
ア
ル
）
モ
ノ
（
者
）
」
と
は
口
語
訳
の
利
か
な
い

所
で
あ
る
か
ら
、
性
質
が
異
な
る
。
履
軒
も
一
斎
も
共
に
ナ
ル
と
訓
ん
で
み
る

点
が
異
常
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
蝿
般
の
普
通
名
詞
と
く
に
状
態
性
の
強
い
体

言
を
．
「
蓄
」
字
で
受
け
て
、
ト
イ
フ
と
ナ
ル
の
両
部
が
生
じ
、
そ
の
ナ
ル
が
特

殊
な
固
有
名
詞
（
名
前
ま
た
は
呼
称
）
な
ど
に
用
法
の
拡
大
統
輔
を
み
る
こ
と

に
お
い
て
、
叙
上
の
ご
と
き
変
則
な
用
例
が
で
き
あ
が
る
こ
と
は
、
意
味
変
化

の
一
要
因
と
考
へ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ら
う
。
つ
上
り
ナ
ル
と
ト
イ
フ
の
意
味

的
接
触
の
…
機
会
は
、
こ
の
や
う
な
漢
語
を
語
幹
（
体
冒
）
と
し
た
形
容
動
詞
の

場
合
に
も
生
ず
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
や
う
な
兆
し
が
享
保

五
年
（
一
七
二
〇
）
の
古
義
の
板
本
に
見
え
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
と
思

ふ
。
後
の
山
崎
闇
斎
の
点
に
こ
の
種
の
訓
が
見
え
る
こ
と
も
同
然
で
あ
る
・

註
D
（
↓
四
）
と
い
ふ
と
い
へ
る
及
ビ
の
ノ
代
二
な
る
ヲ
用
ヰ
ル
コ
ト

　
の
今
世
の
人
の
文
に
た
と
へ
ば
京
の
人
、
大
阪
の
人
の
こ
と
を
、
「
京
な
る

　
　
某
」
「
難
波
な
る
某
」
と
か
く
は
、
大
か
た
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
（
中
略
）
ン
、
」
罵

　
　
．
ば
こ
れ
は
「
京
の
某
」
、
　
「
難
波
の
某
」
と
か
く
そ
よ
ろ
し
き
を
、
か
や

　
　
う
の
所
を
「
の
」
と
い
ふ
は
を
さ
な
き
や
う
に
心
得
た
め
る
は
、
巾
々
ひ

　
　
が
こ
こ
ろ
え
な
り
。
（
翌
霞
）
　
（
調
査
報
告
五
五
P
一
五
六
P
）

　
　
（
蘭
語
）
あ
る
し
の
は
ら
か
ら
な
る
あ
る
し
ま
う
け
し
給
ふ
と
さ
＼
て
、

　
　
殿
上
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る
在
壌
な
り
け
る
男
の
、
友
だ
ち
な
る
人
。
（
土
佐

　
　
日
記
）
ふ
な
き
み
な
る
人
、
（
堕
民
帯
木
）
姉
樹
剤
人
へ
同
東
屋
）
母
な

　
　
る
も
の
（
岡
橋
姫
）
右
近
の
そ
う
な
る
人
（
同
浮
舟
）
火
内
兜
な
る
人

　
　
（
廻
科
日
記
）
め
の
と
な
る
人
ガ
あ
ま
な
る
人
（
宇
治
拾
遺
）
穴
隅
守
な

　
　
る
人
（
と
り
か
へ
は
や
）
母
な
る
人
こ
れ
ら
の
例
に
よ
り
て
か
く
べ
し
。

　
　
（
玉
霰
窓
の
小
篠
）
　
（
五
六
P
）

の
　
　
「
顔
圃
な
る
白
あ
り
し
　
「
鈴
木
な
る
者
来
り
て
」
明
倫
館
な
る
学
校
を

　
建
て
て
L
ナ
ド
用
ヰ
ル
ハ
非
ナ
リ
。
（
中
略
）
語
ヲ
成
サ
ズ
。
是
等
ハ

　
　
「
顔
回
と
い
ふ
者
」
　
「
鈴
木
と
い
ふ
者
」
　
「
明
倫
館
と
い
ふ
学
校
」
ト
ヤ

　
ウ
ニ
ア
ル
ベ
シ
。
古
訓
点
ニ
ハ
「
顔
回
者
卜
云
」
ナ
ド
ア
ル
ナ
リ
。
（
顔
圓

　
者
ナ
ド
ア
ル
ハ
、
一
斎
嵐
ナ
ド
ノ
高
訓
ナ
リ
。
（
（
広
日
本
文
典
）
（
五
六
P
）

の
或
ハ
コ
レ
ラ
ノ
「
慌
者
」
ハ
古
来
「
と
い
ふ
者
」
「
と
い
ふ
は
」
ト
訓

　
ジ
来
レ
ル
ガ
、
冗
擾
ナ
ル
ニ
ョ
リ
仏
経
ノ
訓
点
ニ
モ
往
々

七
七



　
　
　
夫
レ
甚
深
ナ
ル
也
者
ハ
麿
瞳
甲
高
ナ
〃
也
者
蘇
迷
広
大
ナ
〃
肖
者
虚
空
云
々

　
　
（
秘
蔵
轟
轟
）

　
　
ナ
ド
ア
レ
バ
コ
レ
ラ
ニ
ョ
リ
タ
ル
ニ
テ
モ
ア
ラ
ン
ヵ
。
　
（
五
七
P
）

　
　
こ
の
訓
点
（
蔵
秘
宝
錨
－
石
山
寺
本
か
一
）
に
つ
い
て
は
未
詳
。

　
の
　
重
厚
な
る
人
東
奥
行
脚
の
詣
に
（
閑
長
耕
筆
一
）
京
に
中
村
某
な
る
も

　
　
の
園
内
に
過
ぎ
て
（
同
上
）

　
　
鹿
児
胤
に
あ
り
し
時
森
下
見
流
な
る
人
の
家
に
招
か
れ
種
々
馳
走
の
上
、

　
　
宝
生
と
い
へ
る
法
師
を
呼
び
て
琵
琶
を
ひ
か
せ
り
（
橘
南
霜
西
遊
記
）

　
　
求
法
ノ
沙
門
昌
盛
ナ
ル
者
ノ
撰
ナ
リ
云
々
、
東
都
ノ
耐
田
春
海
ナ
ル
警
云

　
　
々
、
下
取
魚
彦
ナ
ル
モ
ノ
云
々
（
桂
川
早
良
　
桂
林
漫
録
）
　
（
五
六
P
）

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
次
に
は
「
也
者
」
の
字
而
に
つ
い
て
検
討
を
加
へ
る
。
調
査
報
告
の
要
旨
三

に
挙
げ
た
も
の
で
あ
り
、
同
書
で
は
こ
の
字
面
の
も
た
ら
し
た
訓
法
に
つ
い

て
、
か
獅
り
書
く
見
て
み
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
右
表
に
よ
れ
ば
、
履
軒
と
一
斎
が
す
べ
て
「
也
ル
者
」
　
（
ナ
ル
モ
ノ
）
と
望

ん
で
み
る
。
「
也
」
、
字
の
訓
を
活
用
さ
せ
て
、
連
体
形
の
ナ
ル
に
も
っ
て
く
る

こ
と
も
特
色
が
あ
る
が
「
誉
」
字
に
つ
い
て
は
訓
が
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
ナ

ル
ハ
と
い
ふ
訓
法
も
考
へ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。
然
し
そ
の
場
合
で
も
、
ナ

ル
の
価
値
は
い
さ
さ
か
も
変
じ
て
み
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
は
ゆ
る
助
字
に
活

用
語
と
し
て
の
訓
を
与
へ
た
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
￥
後
藤
点
に
そ
の
や
う
な
訓
法
が
見
ら
れ
な

い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
後
藤
点
に
闘
す
る
限
り
、
ナ
ル
の
特
殊

訓
法
は
「
奢
」
字
に
関
す
る
場
倉
だ
け
で
、
　
「
也
者
」
の
字
而
で
は
起
こ
っ
て

み
な
い
。
ま
た
「
愚
者
」
に
上
位
す
る
体
需
は
、
名
詞
一
般
で
あ
っ
て
、
固
有

の
氏
名
で
な
い
こ
と
も
、
性
格
の
臓
ふ
点
で
あ
る
。
履
軒
の
点
で
は
「
者
」
字

七
八

事
対
し
て
は
，
「
ト
イ
フ
モ
ノ
（
者
）
」
で
あ
り
、
「
講
者
」
に
対
し
て
は
「
ナ

ル
モ
ノ
（
也
ノ
者
）
」
で
あ
る
こ
と
が
後
藤
点
の
場
合
と
反
対
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
水
哉
館
の
特
殊
訓
法
と
も
い
ふ
べ
き
例
外
で
は
な
い
か
と
恩
ふ
。
少
な
く

と
も
こ
の
場
合
の
適
例
と
は
な
し
難
い
や
う
に
思
ふ
。
享
保
薄
俸
の
古
義
に

「
者
」
字
が
ナ
ル
モ
ノ
と
付
訓
さ
れ
た
票
実
を
璽
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
ご
と
き
諸
点
よ
り
、
「
也
者
」
の
字
面
に
対
す
る
ナ
ル
モ
ノ
と
付
訓
ず

る
こ
と
が
「
幽
4
3
」
宇
に
対
す
る
訓
法
に
影
響
し
た
と
見
る
こ
と
は
む
し
ろ
逆
で

こ
そ
あ
れ
、
決
し
て
正
し
い
考
察
と
は
思
は
な
い
。

　
更
に
付
加
す
れ
ば
、
助
字
弁
略
に
は
文
例
ヌ
を
引
用
し
て
、
「
孝
悌
累
乗
　
此

是
語
之
頓
挫
」
と
見
え
る
が
、
「
也
者
」
は
、
頓
挫
即
ち
句
切
り
と
し
て
の
説
明

が
な
さ
れ
て
る
る
の
み
で
、
「
者
」
字
の
用
途
お
よ
び
用
例
の
多
岐
な
る
に
比

す
べ
く
も
な
い
。
四
書
に
お
い
て
も
「
也
嵜
」
の
用
例
は
全
部
で
約
十
例
で
あ

る
の
に
対
し
、
「
者
」
字
の
用
．
例
の
雑
多
な
る
こ
と
に
は
比
す
べ
く
も
な
い
。

本
考
が
引
用
し
た
も
の
は
人
名
と
い
ふ
特
殊
な
も
の
に
限
っ
た
の
で
あ
る
が
、

と
も
か
く
そ
の
や
う
に
優
勢
な
用
字
の
訓
法
が
劣
勢
な
用
字
の
律
法
か
ら
影
響

を
蒙
る
と
い
ふ
こ
と
は
不
合
理
で
あ
っ
て
、
訓
法
の
変
化
、
延
い
て
は
語
の
意

味
変
化
の
理
由
と
し
て
挙
げ
る
に
は
、
や
や
理
由
が
薄
弱
で
あ
る
や
う
に
思

ふ
。
以
上
の
諸
事
情
か
ら
「
也
誉
」
な
る
掌
面
の
訓
が
ナ
ル
の
特
殊
な
用
法
を

将
来
し
た
と
考
へ
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
思
ふ
。

四

　
次
に
は
、
調
査
報
告
の
要
旨
四
と
し
て
掲
げ
た
一
般
の
散
文
に
あ
ら
は
れ

た
こ
れ
ら
ナ
ル
の
交
例
は
、
閑
閏
耕
種
・
西
遊
記
・
桂
林
漫
録
等
徳
川
時
代
中
葉

以
後
の
も
の
に
見
え
る
と
い
ふ
こ
と
に
関
し
て
、
，
補
足
を
し
ょ
う
と
思
ふ
。
こ



れ
ら
の
諸
書
に
見
る
用
例
よ
り
も
更
に
古
い
も
の
と
し
て
、
よ
り
一
般
的
な
も

の
は
、
読
本
と
し
て
の
雨
月
物
語
の
中
に
虚
血
秋
成
が
好
ん
で
用
み
て
み
る
と

い
ふ
霧
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
従
来
余
り
注
意
さ
れ
て
る
な
い
の

で
、
気
付
く
ま
ま
に
列
挙
し
て
お
く
。

　
勝
四
郎
が
嚢
宮
木
な
る
も
の
（
淺
茅
が
宿
　
日
本
古
典
交
学
大
系
本
上
田
秋

　
成
集
六
〇
P
）

　
季
子
作
之
治
な
る
も
の
が
面
長
（
仏
法
僧
七
七
P
）

　
一
子
正
太
郎
な
る
も
の
（
吉
備
津
の
釜
　
八
七
P
）

　
袖
な
る
も
の
（
岡
上
　
九
〇
P
）

　
三
郎
の
豊
雄
な
る
も
の
（
蛇
性
の
婬
　
九
八
P
）

　
巨
勢
の
飛
電
な
る
も
の
（
同
上
　
｝
○
八
P
）

　
采
女
富
籠
る
渕
（
同
上
．
↓
一
六
P
）

の
ご
と
く
掴
人
の
名
前
を
提
示
す
る
際
、
成
分
に
関
せ
ず
し
ば
し
ば
用
ゐ
ら
れ

て
る
る
。
し
か
も
か
か
る
用
例
は
、
秋
成
に
お
け
る
他
の
作
晶
に
は
あ
ら
は
れ

な
い
。
雨
月
が
強
ひ
て
漢
文
意
識
の
も
と
に
情
交
さ
れ
た
一
証
と
も
な
る
の
で

あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
禰
案
物
語
と
い
ふ
内
容
に
も
崩
来
す
る
の
で
あ
ら
う
。
も

と
よ
り
雨
月
に
も

　
誤
殺
左
門
と
い
ふ
博
士
あ
り
。
（
菊
花
の
約
　
四
八
P
）
赤
穴
宗
右
衛
門
と

　
い
ふ
戯
4
3
な
る
が
（
同
上
四
九
P
）
勝
四
郎
と
い
ふ
男
あ
り
け
り
。
（
浅
茅
が

　
宿
　
五
九
P
）
雀
部
の
曽
次
と
い
ふ
人
（
同
上
　
五
九
P
）
漆
閥
の
翁
と
い

　
ふ
入
な
り
。
（
同
上
六
八
P
）
興
義
と
い
ふ
憎
あ
り
け
り
。
　
（
夢
応
の
鯉
魚

　
七
〇
P
）
井
沢
庄
太
夫
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
　
（
参
審
津
の
釜
　
八
七
P
）
彦

　
六
と
い
ふ
男
あ
り
。
（
同
上
九
〇
P
）
大
宅
の
竹
冠
と
い
ふ
人
在
り
け
り
。

　
（
蛇
性
の
婬
九
八
P
）
快
庵
禅
師
と
い
ふ
大
徳
の
聖
お
は
し
ま
し
け
り
。

（
青
頭
巾
　
＝
一
二
P
）
岡
左
内
と
い
ふ
武
士
あ
り
。
　
（
貧
福
論
　
；
一
一
P
）

等
ト
イ
フ
を
用
み
た
氏
名
の
提
示
法
も
．
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ト
イ
フ
の
上

位
が
氏
名
で
、
下
は
入
あ
る
い
は
そ
の
身
分
。
職
業
な
ど
を
あ
ら
は
す
博
士
・

武
士
・
僧
・
大
徳
等
の
語
に
接
続
し
て
み
る
の
は
、
ナ
ル
の
場
合
が
多
く
「
個

人
名
十
ナ
ル
十
も
の
」
の
定
型
で
あ
る
の
と
異
な
る
点
で
あ
り
、
呂
、
れ
も
「
な

る
も
の
」
と
仮
名
書
き
で
あ
る
の
は
、
嚇
種
の
の
漢
文
の
補
読
の
例
に
認
っ
た

も
の
で
あ
ら
う
か
。
ま
た
そ
の
闇
に
は
待
遇
上
の
相
違
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ら
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
こ
そ
「
顔
回
ナ
ル
モ
ノ
」
と
点
じ
形
式
に
よ
る
漢
文

訓
読
調
の
一
顕
現
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
語
を
用
み
た
秋
成
の

雨
月
に
お
け
る
姿
勢
は
、
ま
た
格
別
で
あ
っ
た
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
．
彼
の

文
灘
に
し
ば
し
ば
独
自
の
紹
法
的
破
格
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
従
来
指
摘
さ
れ
て

る
る
所
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
お
よ
び
面
体
に
は
・
彼
な
り
に
推
敲

吟
味
を
経
た
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
お
け
る
ナ
ル
の
用
法
な
ど
は
、
決
し
て

文
法
的
破
格
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
新
し
い
漢
文
訓
読
調
を
意

識
的
に
採
用
し
た
個
所
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
雨
月
物
語
の
刊
行
は
安
永
五

薙
（
一
七
七
六
）
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
西
遊
記
の
寛
政
三
聖
（
鳳
七
九

一
）
よ
り
↓
五
薙
湖
り
得
て
、
仁
斎
の
古
義
の
享
保
五
三
（
一
七
二
〇
）
よ
り

五
十
二
確
の
後
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
概
括
的
に
い
へ
ば
、
十
八
世
紀
中

葉
に
お
い
て
、
か
か
る
用
語
が
漢
文
訓
読
の
方
面
に
漸
く
滲
透
し
き
た
っ
た
6

の
と
み
な
し
て
大
過
な
い
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
秋
成
の
儒
学
歴
は
正
続
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
へ
、
都
賀
庭
鐘
に
師
事
し
、
蕎
膜
と
も
交
は
り
、
履
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ユ
　

に
も
関
心
を
寄
せ
て
み
た
こ
と
は
皿
穴
小
心
録
等
の
記
事
に
よ
っ
て
も
明
ら
か

で
あ
る
か
ら
、
阜
、
の
漢
文
口
調
の
中
に
こ
の
や
う
な
も
の
が
入
る
の
は
、
別
に

不
思
議
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
　
序
に
秋
成
の
春
雨
物
語
で
は
、

七
九



　
｝
人
子
あ
り
、
五
蔵
と
い
ふ
（
馬
首
の
ゑ
が
ほ
，
U
八
一
P
）

　
山
田
の
長
と
と
い
ふ
人
あ
り
（
捨
石
丸
　
一
九
一
P
）

　
宮
木
と
云
ふ
遊
び
め
は
（
宮
木
が
塚
　
二
〇
〇
P
）

の
ご
と
く
ト
イ
フ
を
用
み
て
決
し
て
ナ
ル
を
用
み
な
い
。
例
へ
ば
「
母
も
藤
原

な
る
人
に
て
し
　
（
宮
木
が
塚
二
〇
一
P
）
怯
そ
の
中
に
お
け
る
特
色
あ
る
表
現

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
伊
勢
物
語
十
段
の
「
父
は
網
人
に
て
母
な
ん
藤
原
な
り
け

る
」
か
ら
採
ら
れ
た
文
で
あ
れ
ば
、
彼
の
「
殿
上
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
在
原
な
り

け
る
男
の
・
…
：
」
と
同
巧
異
曲
で
あ
る
。
こ
の
ナ
ル
は
も
と
よ
り
指
定
の
助
動

詞
で
あ
っ
て
、
藤
原
と
い
ふ
姓
氏
を
指
示
し
て
は
み
る
が
、
そ
の
氏
に
つ
い
て

所
属
乃
璽
出
身
を
示
す
も
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
、
身
分
を
示
す
語
で
あ

る
。
従
っ
て
特
に
と
り
た
て
て
、
「
藤
原
ト
イ
フ
・
在
原
ト
イ
フ
」
と
改
ま
つ

で
紹
介
す
る
筋
合
ひ
の
も
の
で
は
な
く
、
万
人
周
知
の
高
貴
な
家
柄
を
示
し
て

晶
別
を
与
へ
た
も
の
、
い
は
ば
形
容
動
詞
的
で
さ
へ
あ
る
「
藤
原
な
る
」
で
あ

り
、
「
在
原
な
る
」
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
　
「
顔
回
ナ
ル
モ
ノ
」
の
や
う
に
ト
イ

ツ
に
潜
き
換
へ
ら
れ
る
も
の
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。
即
ち
「
個

人
名
十
ナ
ル
十
モ
ノ
」
の
型
は
、
右
の
や
う
な
形
式
か
ら
峻
別
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

置
1
　
胆
大
小
心
録
三
（
二
五
二
P
）
二
七
（
二
六
八
P
）
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
調
査
報
告
に
お
け
る
要
旨
五
・
六
お
よ
び
一
の
検
討
を
し
ょ
う
と
思
ふ
。

「
ふ
な
ぎ
み
な
る
人
」
「
母
な
る
も
の
」
、
「
友
だ
ち
な
る
人
」
の
ご
と
き
資

絡
を
あ
ら
は
す
名
詞
に
接
続
し
た
ナ
ル
の
例
は
、
も
と
よ
り
爆
心
の
助
動
詞
と

し
て
見
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
ト
イ
フ
と
い
ふ
語
と
交
替
す
べ
き
必
然
性

八
○

は
な
い
。
中
古
（
上
古
も
同
じ
）
で
は
ト
イ
フ
と
同
義
の
ナ
リ
に
は
、
活
用
言

の
終
止
形
を
承
接
し
た
ナ
リ
，
（
い
は
ゆ
る
伝
聞
推
定
の
ナ
リ
）
が
あ
っ
て
、
．
土

左
圓
記
冒
頭
の
「
男
も
す
な
る
日
記
と
い
う
も
の
」
が
定
家
本
で
「
男
も
す
と

い
ふ
」
に
改
め
ら
れ
た
が
ご
と
き
周
知
の
例
が
示
す
通
り
で
あ
る
。
も
と
よ
り

こ
れ
は
指
定
の
ナ
リ
と
同
列
の
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
中
古
で
は
、
　
一
般

に
普
通
名
詞
か
ら
接
続
し
た
指
定
の
ナ
リ
は
、
特
に
新
た
に
紹
介
強
調
す
る

場
合
の
ト
イ
フ
と
同
義
に
瞬
き
換
へ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
か
っ

た
。

　
つ
ぎ
に
は
、
こ
の
や
う
な
指
定
の
ナ
リ
の
上
に
。
「
名
は
・
職
は
」
等
の
主

格
に
相
当
す
る
部
分
が
あ
っ
て
、
そ
れ
の
省
略
さ
れ
た
形
と
見
る
こ
と
は
い

か
が
で
あ
ら
う
か
。
例
へ
ば

　
我
が
名
は
こ
ら
ん
な
り
（
古
本
竹
取
物
語
、
流
布
本
う
か
ん
る
り
）

の
ご
と
き
文
の
変
化
形
と
し
て
「
（
名
は
）
こ
ら
ん
な
る
我
（
も
の
）
」
と
い

ふ
文
を
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
触
う
が
、
こ
れ
は
や
は
り
形
式
的
に
過
ぎ
た
強
鷲

の
論
で
あ
ら
う
。
も
し
そ
れ
を
可
と
す
る
な
ら
ば
、
「
母
な
る
も
の
。
優

人
」
等
に
も
何
等
か
の
主
語
の
省
略
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に

見
た
や
う
に
、
ト
イ
フ
に
お
き
か
へ
ら
れ
る
ナ
ル
の
成
因
に
は
、
更
に
直
搬
的

な
方
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
れ
ば
、
か
か
る
考
慮
は
不
必
要
で
あ
る
。

　
但
し
、
右
の
場
合
、
次
の
や
う
な
例
も
み
る
こ
と
は
注
意
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
、
地
名
に
よ
る
固
有
名
詞
を
ナ
ル
で
承
接
し
て
、
そ
の
ナ
ル
が

時
に
ト
イ
フ
と
置
き
換
へ
ら
れ
乃
可
能
性
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
梅
沢
本
説
話

集
の
第
一
話
大
斎
院
の
こ
と
の
後
の
部
分
に
次
の
や
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
そ
の
と
し
の
ふ
ゆ
を
り
さ
せ
給
て
む
う
ま
ち
な
る
所
に
お
は
し
ま
し
て
（
岩

　
波
文
庫
本
　
古
本
説
話
集
二
三
P
）



の
「
む
う
ま
ち
な
る
所
」
は
「
室
町
に
在
る
所
」
の
意
で
、
所
在
を
あ
ら
は
す

ナ
ル
と
と
れ
る
が
、
今
昔
物
語
集
の
こ
こ
に
相
当
す
る
個
所
ば
、

　
其
ノ
後
、
其
ノ
無
＋
一
月
二
忍
ヒ
テ
斎
院
ヲ
出
サ
セ
給
テ
［
〕
ト
室
町
H
表

　
所
出
御
マ
シ
テ
（
今
昔
十
九
・
十
七
　
古
典
交
学
修
系
本
今
昔
四
●
九
七

　
P
）

と
な
っ
て
み
る
。
も
っ
と
も
丹
鶴
本
で
は
、
こ
こ
が
「
室
町
ト
云
ナ
ル
所
一
こ

と
あ
っ
て
、
あ
る
い
は
「
い
ふ
な
る
」
　
（
終
止
形
承
接
の
伝
聞
推
定
）
の
ナ
ル

の
残
存
か
と
も
う
た
が
は
れ
る
節
も
あ
る
が
、
地
名
を
ナ
ル
で
承
接
し
た
形

は
ト
イ
フ
と
置
き
換
へ
ら
れ
や
す
い
。
然
し
こ
れ
は
ナ
ル
を
挿
ん
で
上
は
地
名

下
は
「
所
」
と
い
う
形
式
導
爆
で
あ
っ
て
、
固
有
名
盤
ナ
ル
十
モ
，
’
と
同
列
に

あ
る
も
の
で
は
な
い
。
ナ
ル
に
｝
イ
フ
の
意
昧
を
幣
ぴ
さ
せ
る
側
因
と
は
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

得
て
も
、
主
因
と
は
到
底
な
り
得
な
い
。

猛
1
　
「
む
か
し
、
む
さ
し
と
い
ふ
男
、
京
な
る
女
の
も
と
に
き
こ
ゆ
れ
ば
は

　
　
つ
か
し
、
間
ね
ば
く
る
し
と
か
き
て
、
上
が
き
に
武
蔵
坊
べ
ん
け
い
と
か

　
　
き
て
、
ほ
そ
芋
ざ
し
を
こ
せ
て
の
ち
」
　
（
仁
勢
物
語
上
近
世
文
芸
叢
轡

　
　
第
七
四
P
以
下
）
と
あ
る
の
は
伊
勢
物
語
十
三
段
「
昔
、
武
蔵
な
る
を
と

　
　
こ
、
京
な
る
女
の
も
と
に
」
の
変
形
で
あ
る
が
、
ナ
ル
の
意
味
変
化
の
直

　
　
接
の
資
料
と
も
な
ら
う
か
。
（
石
川
八
朗
君
報
告
）

山’、

上
述
の
こ
と
を
ま
と
め
て
結
論
と
す
る
。

1
　
「
顔
回
ナ
ル
モ
ノ
」
の
ご
と
き
ト
イ
フ
に
相
当
す
る
ナ
ル
は
近
世
の
漢
文

　
訓
読
が
も
た
ら
し
た
特
例
で
あ
っ
て
、
早
く
は
伊
藤
仁
斎
の
古
義
の
点
な
ど

　
に
そ
の
片
鱗
を
あ
ら
は
し
、
殊
に
上
田
秋
成
が
雨
月
物
語
の
中
で
い
は
ゆ
る

　
雅
文
の
中
に
用
み
た
例
は
、
文
休
上
注
目
す
べ
き
こ
と
。

2
　
こ
の
鳥
目
は
、
固
有
名
詞
、
と
く
に
氏
名
を
指
示
す
る
際
に
起
こ
っ
た
あ

　
の
で
、
そ
の
際
漢
文
の
助
字
た
る
「
警
」
字
を
モ
ノ
と
｝
律
に
訓
む
所
に
そ

　
の
直
接
の
原
因
が
あ
る
。
殊
に
一
般
の
普
通
名
詞
を
「
者
」
宇
で
受
け
た
字

　
面
、
例
へ
ば

　
　
識
ン
其
，
大
ナ
ル
者
↓
（
論
語
　
子
張
十
九
）
子
夏
日
可
ナ
ル
膏
與
・
心
葉
不

　
　
可
者
拒
之
（
同
）
予
ハ
天
民
ノ
（
之
）
先
覚
ナ
ル
薯
也
（
陽
子
万
章
上
）

　
　
孟
子
日
有
二
窮
フ
ル
君
．
．
人
ナ
ル
者
一
（
角
子
　
翻
心
上
）
　
（
以
上
後
藤
恵
）

　
の
ご
と
く
、
状
態
性
の
強
い
体
言
、
い
は
ば
形
容
動
詞
の
語
幹
を
含
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
）

　
嚇
律
に
ナ
ル
と
訓
む
傾
向
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
さ
に

　
「
顔
回
者
」
の
ご
と
き
字
弼
に
ま
つ
生
起
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

3
　
「
也
者
」
の
ご
と
き
宇
耐
が
ナ
ル
モ
ノ
と
訓
ま
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
宇
訊

　
の
上
に
符
合
し
た
た
め
の
二
次
難
訓
法
で
あ
っ
て
、
こ
の
や
う
な
文
面
の
上

　
に
ナ
ル
モ
ノ
と
い
ふ
訓
が
胎
生
し
た
も
の
で
は
な
い
。

4
　
「
所
謂
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
」
は
用
例
と
し
て
適
当
で
な
く
、
む
し
ろ
「
所

　
謂
…
…
者
」
と
い
ふ
漢
字
面
の
「
者
」
字
が
主
格
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
て
、
こ
の
訓
法
と
結
び
・
つ
く
結
果
に
な
っ
た
。
イ
ハ
ユ
ル
…
…
ト
イ
マ
モ

　
ノ
・
イ
ハ
ユ
ル
…
…
ナ
ル
モ
ノ
・
イ
ハ
ユ
ル
…
…
ノ
モ
ノ
等
の
訓
が
見
ら

　
れ
、
純
粋
に
ト
イ
フ
に
置
さ
換
へ
ら
れ
る
べ
き
必
然
性
は
な
い
。
殊
に
漢
語

　
に
よ
る
形
容
動
詞
語
幹
が
郵
体
蛍
口
と
し
て
通
用
す
る
事
象
と
揆
を
嚇
に
し

　
て
、
こ
れ
ら
の
諸
訓
が
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
公
算
は
多
い
。
但
し
こ
の
や

う
な
事
実
は
ナ
ル
の
意
味
変
化
の
上
に
閥
接
的
な
影
響
を
与
え
得
た
で
あ
ら

　
う
が
、
直
接
的
要
因
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
因
み
に
終
止
形
接
続
の
ナ
リ

八
一



八
二

　
は
ト
イ
フ
に
置
き
換
へ
の
き
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
指
定
の
助
動
詞
「
な

　
り
」
と
は
刷
語
と
見
る
立
場
で
は
当
然
将
外
に
置
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

序
を
も
っ
て
い
へ
ば
「
文
法
上
許
容
二
関
ス
ル
墓
項
」
そ
の
も
の
も
、
新
し
い

書
語
的
事
実
の
発
生
に
伴
っ
て
、
頭
轡
に
述
べ
た
ご
と
く
当
然
更
新
補
遺
を
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

要
と
す
べ
さ
性
格
の
も
の
で
あ
・
8
9
う
か
ら
、
そ
の
や
う
な
見
地
か
ら
も
再
度
の

、
検
討
を
加
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
山
バ
四
、
　
七
、
　
一
血
、
　
一

　
註
D
　
「
者
」
宇
に
つ
い
て
は
そ
の
他

　
　
　
　
凶
服
ノ
者
（
論
語
十
郷
覚
）
溜
－
子
－
者
（
同
先
進
十
一
）
先
覚
メ
〃

　
　
　
　
者
（
孟
子
万
章
上
宵
義
点
）
縄
歌
ス
ル
者
（
同
）
の
ご
と
き
体
言
ま

　
　
　
　
た
は
用
言
と
し
て
の
訓
法
が
あ
る
。

　
註
⑳
　
「
イ
ハ
ユ
ル
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
」
の
代
り
に
「
月
日
の
た
つ
は
『
光

　
　
　
陰
矢
ノ
如
シ
』
な
る
言
葉
の
通
り
な
り
。
」
の
ご
と
き
例
文
を
入
れ

　
　
　
　
る
の
も
よ
い
と
思
ふ
。
但
し
こ
れ
は
述
べ
た
所
と
は
別
に
句
や
文
に

　
　
　
　
生
じ
た
新
し
い
類
推
的
用
法
と
思
ふ
。

付
祀
　
本
稿
は
去
る
昭
和
三
十
七
年
十
月
二
十
六
日
癌
岡
に
開
催
の
訓
点
語

　
　
学
会
に
「
顔
回
ナ
ル
モ
ノ
」
ナ
ル
訓
と
い
ふ
題
で
用
意
し
た
が
、
都
合

　
　
に
よ
り
発
表
に
至
ら
ず
、
翌
三
＋
八
佃
，
五
月
十
一
凹
、
九
大
国
語
国
文

　
　
学
会
総
☆
の
際
に
お
い
て
発
表
し
た
。
発
衷
後
中
村
幸
彦
教
授
、
石
井

　
　
和
男
氏
、
石
川
八
朗
君
等
よ
り
有
益
な
る
助
言
を
頂
い
た
こ
と
を
記
し

　
　
て
謝
意
を
表
す
る
。




